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は　 し　が　き

裂頭条虫科の第2 中間宿主内 の幼虫は白色紐状でpie－rocercoid

といわれ，しばしば人体寄生が報告されてい

る． このplerocercoid はそのままでは成虫の決定が出

来ない為，多く の場合孤虫 Sparganum 　Diesing　（1854）

属と便宜上命名され る．人 体孤虫症では殆 ど が マ ン ソ

ン裂頭条虫　Dip｝，びμ必び hrium 　εバnacei　（Rudolphi，1819）

のplerocercoid の寄生であっ て， マン ソン孤虫

Sparga 四回 mansoni 　（Cobbold，　1882）　Stiles　et　Tay－ler，　1902

と もよれば， 虫体は 単純な形をし分岐 や分芽

は ない ．別に多岐に分芽 があっ て，形 態学 的に多 くの点

で異なるとして芽 殖孤虫 Sparganum　proliferum （lji－ma，　1905）　Stiles，　1908

が独立種とされ， 世 界で6 例

の人体例が報告されている．岩田（1932，　1933）はマン

ソン孤虫を用い て実験的に分岐 を作ることに成功し，上

記2 種が同一のものである可能性を示 した．

本研究では眼科領域において剔出されたplerocercoid

の2 例を観察した ．本幼虫 の寄生部位は普通腹壁附近で，

眼科 領域には比較的稀で，水谷（1931），金田（1931），有

馬（1935），尹（1936），森田（1937），葉（1952），石川（1954），

田中 ・佐川（1959） などが知 られてい る．本研

究 の1 例は分岐 のあ る個体で ，孤 虫の分類に 関して問題

を 含んだ 興味あ る症例であるので報告 する．

症例について

第1 例　大○ ち○子 ，49才主婦，農業．茨城県新治

郡真壁町桜井在住．　1965年1 月21日初診，7 ヵ月前より

左上眼瞼に腫瘍を認む ．4 ～5 日前よ り誘因なく左眼外

加 納 六 郎

皆部内側に球 結膜 の浮腫 ，腫 脹をみとむ．眼球運動に際

し軽度 の疼痛を覚 える．初診時 ，左眼外情部内側に浮腫

状 の腫脹あ り，軽 度発 赤あ り．自然痛なく，眼球運動時

に軽度 の疼痛あ り．治療し ても軽 快せず．　2月1 日急性

結膜炎併発 ．化 膿症に対 し2 日間サルフ ァ剤注射，其他

の服薬を 行っ たが症状 不変 ．　5日日に外砦部附近の帯黄

白色の腫 脹を 切開 し，内容をピンセットで引出した所，

寄 生虫 様の1 条の虫体を得た．其後患者 の自覚，他 覚症

状は完全に 消失し た．

第2 例　1935 年頃，茨城県古河市川島 眼科医院に て故

川島精医学士により成人男子の眼窩 より1 条 の虫体 が剔

出された．虫体は今日迄ホルマ リン固定で保存さ れてい

た．剔出直后ホルマ リン水の中で盛 んに 運動し てい た．

患者名，住所，病歴不明．

虫 体 の 形 態

第1 例（写真1 ）

長さ7 ．2　cm， 最大巾は一 端に近い部分で1．3　mm，

其他 の部 分では 巾はほぼ1mm で， 白色扁平紐状 である・

一端に吸溝を思 わせる截痕状 の陥凹 がみられるが，条虫

頭部 の特有 な構 造は ない ，虫 体は腱様の光沢を有し，体

節は なく，体表に多 数の横皺を もつ が，線虫の横線条は

みられない ．虫体内には内部構造はない．以上 の所見に

より剔出された虫体は内部構造が発達していない幼虫型

のものであり，虫体の一端の頭部類似構造から裂頭条虫

の幼虫plerocercoid　 と思われ る．人が中間宿主 とな る

寄生虫で，眼科領域から得られ る蠕虫 の中 ，上記所見 を

満足し得るものはマン ソン裂頭条虫であ るので ，本虫を

マン ソン裂頭条虫 のplerocercoid　（マンソン孤虫）と同

（7 ）
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Photo．　1．　Spa Γgαnum　m どinsoni 　fromcase　1

D、匹

Fig．　1．　Branched　plerocercoid　from　case　2

．枦

Photo．　3．　Histological　picture　of　the　branched

plerocercoid．

定した ．

第2 例（図1　，　2，写真2，　3）

虫体の全形は写真2 ，図1 に示し， 部分図を図2 に，

虫体の一一部 の組織像を写真3 に示した ． 虫体 の体長30cm

， 最 大巾は虫体中 部で2．5　mm， 最／」ヽ巾は両端附近

（8 ）

Photo．　2．　Branched　plerocercoid　from　case　2

5　m　m

Fig．　2．　Enlargement　of　portion　D　in　Fig．　1．

で0 ．　5　mm　である． 色は淡黄褐色であ るが 剔出時は 白

色であっ た．体表は一 見平滑 で腱様光沢を呈す．体節な

く，横状線もない が，浅い 皺壁がみられる．虫 体断 面は

ほぼ円形で，両端に特有 な構造なく，頭尾 の区別はっ か

ない ．

特 異な ことは 各所にみ られる分岐 であ る．そ の状況は

図1 に示 す．‥一端 より4．5　cm の部分に他端に向っ て約7mm

の分芽 があり（A）， そ の基 部より1 ．　3　cm　の所

に逆に向っ て約lmm の突 起状 の分芽 があ る（B ）．そ

の問 の体巾はそ の前後 部より分芽（A ） の巾 だけ 細くな

っ てい る．‥一端 より8．5　cm の所は体巾やや太 まり， 他

端に向っ て約lmm の分芽突 起がみられ る（C ）．他端 部

より2cm の所は 体巾 が前後 より4 倍に太 まり（D ）， 複

雑に分芽してい る（2 図）．こ の部分には（　a　）　（　d　）の

分芽 をはじめとし， 虫体が裂け たと思われる（b ）， こ



の橋状 の（b ）からの分芽 （c ）などとこみ入っ てい る．

さらに他端 寄に（e ） の突出部があり，その 他 端 側 に2mm

の縦裂状の分芽 （f ）があっ て，その先端は鋭利

な断端 となっ てい る．

これらの分岐は2 群に分類され，一つは虫体より突 起

状に成育したいわゆ る分芽（budding， 図1c ， 図2　a ，c　，　d　，　e　）

でに他は虫体の一部に褶折が生じ縦裂し，離

れた橋状部分がさらに切断されて出来た分岐（fission，

図I　A，　B，図2　b，　f）であ る．図1　A，　Bは縦裂し

て出来た橋 部が中間で切断されて出来た2 つ の断端と考

えられ る．

虫 体の中央附近 の ‥一部を切出し ，組織学的な 検索を行

った（写真3 ）．角皮 の厚さ2 ～3 μ， 皮下筋層は 貧弱で，

所 々に朿状に散在す る．角皮下或は 角皮下筋層下に紡錘

形 の角皮下 細胞 があ り，平面に平行 に最 低5 ～6 層に配

列し，厚さは 部位に よっ て異る．角皮下 細胞迄 の厚さは20

～30μであ る．髄 質に は円形から紡 錘形迄 の多 様な大

型の幼若と思われる細胞が密に配 列している．細眼状結

合組織は厚く密に網状に分布している．石灰小体はみら

れない．所々に角皮下細胞層が髄層に向っ て肥厚した 部

分がみられ，髄層内に延びて嚢包状に周囲をかこみ，内

容は髄層内細胞と区別がっ かない．嚢包状構造は写真3

に示す様に卵円形で，径は100 ×130 μ 程度である．こ

れは飯島（1909） が芽殖孤虫で貯蔵栄養物と記載してい

るものに当 る．排泄管はみられなかった．

以上の所見によ り，頭尾の区別がっ かぬ点や分岐のあ

る点では第1 例 とは 異るが， 基本的には　plerocercoid

の形態をもっ てい る虫 体と考えられ，全長，分芽 の検討

から，岩田（1932，　1933，　1962）の実 験的に得 られた分

岐 マンソン孤虫に最 も近似した ものと考 えられた ．

考　　　　　 察

以上2 例の孤虫 の中 ，第1 例は普通に みられるマン ソ

ン孤虫と同定し て問 題は なかろう．第2 例の分岐 をもっ

だ孤虫の同定に は多 くの問題がある．このものが通常 の

マンソン孤虫とは形態的に 異なることは明らかであるが，

岩田（1932） の分岐 したマンソン孤虫や芽殖孤虫と比餃

を要する．マンソン孤虫と芽殖孤虫は共なるものとい う

想定のもとに比餃を試みた．

飯島（1905） の芽殖孤虫は1 人 の患者から， 最長12mm

，巾2．　5mm の大きさ の多数 の虫体 が剔出され，ど

の虫 体も多 岐に分岐していた ，田代（1923） の芽艢孤虫

例で も最長7．0　cm の多岐に分岐した多数 の虫体を得て
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い る．岩田（1932，　1933）の実験では ヘビから 取出七 だ

マシ ソソ孤虫の頭部，尾 部を切落し ，さらに虫 体の一部

に縦 裂，あるいは外縁 より斜に 切創を 加えて，モルモッ

ト， ウサ ギ，カ エ クイザ ルの腹腔へ入れたもので，多 様

に分岐した虫 体を得てい る．さ らに この実 験 か ら 岩田（1962）

は マソソツ 孤虫から芽殖孤虫 への移行の可能性

を も考えてい る．一方横川（1933） は頭 部のないplero－cercoid

の再生，発育 ，分体に は成功していない． 本標

本は全 長30　cm　と大きくマンソン孤 虫の大 きさ に 当る ，

が，さらに 検討 すべ き性状として，頭部の形態，分岐 の

状況 ，虫 体断面 の形，虫体の組織学的所見 の4 点 があげ

られ る．

頭部の形 態：本虫体は両端とも太鼓 バチ状で ，頭尾の

区 別がっ かない ．この点マン ソン孤虫とは 異なり，頭 尾

部を 取除い た岩田の分芽した マン ソン孤虫 や芽 殖孤虫に

似ている．なお本標本は輪状皺壁浅 く，組織標本で角皮

が薄い点から矢状方向に伸展した状況 で固定 されている

ものと考えられる．

分芽の状況：分岐 のある孤虫 とし ては芽 殖孤虫と岩田

の実験的な分岐マ ンソン孤虫 があげら れる．本虫体 の分

岐 の中， 図1　A，　B 及び図2b は岩田の隙裂（fission）

そ のも のを思わせ る．そ の他飯島（1905） の芽殖孤虫に

おけ る発芽（budding） にあた る分岐 もみられ る．

岩田（1932，　1933）は 分岐し た孤虫を得て，人 体内で

もな んらか の刺戟 で切創や1隙裂を受け た マン ソン孤 虫が

分岐す ることがあ ると予想した．この予想に合 う例とし

て三田（1921） の1 包嚢内から2 個の虫 体を得 た人体例

があげら れてい るが根拠は うすい， また秋 田（1953） は

ヤマカガシからX 字状に分岐した孤虫を得 てい る．本標

本は芽 殖孤虫よりはるかに大きく，1 個 体のみの寄生で

あ るので，岩田の分岐マン ソン孤虫にす こぶる類似して

い る．

虫体断面：本虫の断面はかな り円形 であ る．マン ソン

孤虫は扁平であるので断面は楕円形に近 く，芽殖孤虫は

円い．岩田 の分岐マン ソン孤虫はそ の中 間であるとい う．

木標本はやは り中間 の円形で 岩田の分岐 マン ソン孤 虫に

近い．

組織学的所見：岩 田（1962） はマン ソン・分岐 マン ソ

ン ・芽殖孤虫を 組織学的に 比較して虫 体の 部位や保存の

新旧に よっ て各々変 異があっ て，マン ソン ，分岐 マン ソン，

芽殖へ と形 態の移行があ るとしている ．本 標本の角皮は2

～3 μ と極めて薄く，マンソンの50 ～140μ とは比較

に ならず ，芽殖孤虫の8 μ に近い．皮下筋 層はマン ソン

（9 ）
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で良く発達し ，芽殖では甚だ貧弱であ る（飯島，　1905）

が，本標本は後者に似 る．しかし岩田（1962） に よれば，

こ の所見は 分岐マ ンソンの変異内に入れ ら れ る． 岩田（1962）

は 石灰小 体は 本標本 の様に消失す る場合 もあ る

と報じ てい る．

以上 の比 較の結果，どの性質も岩田 の分岐マ ンソン孤

虫に極め て似 てお り，岩田（1932，　1933，　1962）のい う

様に，人体 内に入っ たマン ソン孤虫 が損傷を受け て分岐

丿変形した虫 体であると考えられた．こ の様な形態 の孤虫

の確実な人 体寄生例は本報が初めての報告であろ う．

マン ソン孤虫の人体寄生例はわが国に多く，殆ど の例

は 腹壁附近 より剔出さ れ て い る．眼科領域へ の寄生は

国友（1960 ）では13 例が引 用 さ れ て お り，岡村 ・永田（1963）

では26例とし てい る．眼科領域 の寄生虫症86 例の

岡村 ・永田（1963） の調査 の中 では マンソン孤虫 の26例

が最高 で，肺吸虫13例 ，有鉤嚢虫13 例，糸状虫10 例，顎

囗虫9 例，7‾’helazia　5例，その他10例であっ て， マソ

ソソ孤虫 症の占め る比率は高い ．　しかしな がら 古い 報告

例 では虫 体の記載 が不 十分 で，同定に も疑問 の点 があ る．

第1 例 の寄生部位は眼 球結膜下であったが，本虫 の眼科

領域 の寄生部位は眼瞼皮下 ，眼 球結膜下 ，眼窩 内となっ

てい る．

マンソン孤虫 の人 体への侵入は実験 的にはヘ ビ，ニワ

トリ， カエル等か ら，主 として経 口的 ，時に経 皮的に感

染す るとされてい るが，各 症例 ，感染経 路はっ かみに く

く，本 研究 でも感 染の機会は不 明であっ た．今 日，鶏肉

の 食用が盛んにな り，又ヘ ビの刺身 の摂取 が流行しは じ

め てい るので，本 症の増加も予 想さ れる．

ま　　 と　　 め

眼科 孤虫症の2 例を 報告した．第1 例より得 た虫体は

全 長7 ．2　cm，　頭部は陥凹 があっ て普 通に みら れるマン

ソン裂頭条 虫の　plerocercoid，　S押 智 朋μ川 畑朋 即短（Cobbold，　1882）

と考えられた．

第2 例の虫体は1 個体で体長30　cm，　虫 体の両端は無

構造 ，多岐 に分岐し，分岐は隙裂状或は分芽状 であった．

Sparganum　proliferum （ljima ，1905）， お よ び 岩 田（1932，　1933）

の実験的に得ら れた分岐し たマ ンソン孤

虫 と比較 検討した結果，全長，虫休両端 の形態 ，分岐 の

状況，虫 体断面 の形，虫体 の組織学的所見 より，岩 田の

分岐マ ンソン孤虫 と極めて近縁 のものであ ると考 えられ

た ．分岐し たマン ソン孤虫 の確実な人体感染例は初めて

の報告であろ う．
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TWO　CASES　OF　HUMAN　OPHTHALMIC　SPARGANOSIS　ESPECIALLY　ON

A　BRANCHED　PLEROCERCOID

HirosⅢTANAKA，　Syohei　YAMASHINA，　Hitoshi　ENDO，

Rokuro　KANO，

（j£）ゆ・2ダtment　of　Me・dical 　Zoology，　School　of　I晩dicine，　Toりθ

y晩dical　an丿Dental びniversiり，7aりo，　Japan）

Ko　KOMATSUZAKI

（Jwase　Tc・xむ7z，乃αΓαがPrefectur・・，μ御厠

JUNJI　KAWASHIMA

（尺oga　City，　IbaraがPrefecture，みゅ皿）

Two　human　cases　of　sparganosis　in　the　ophthalmic　region　were　reported　in　the　present

paper．　The　worm　removed　from　conjunctiva　bulbi　in　case　l　measured　7 ．2　cm，　shallowdepression　presented　on　the　head　portion

and　it　was　considered　to　be　plerocercoid　of　Di－

y・hyllobothrium　erinαcei　（Rudolphi，　1819），　Sparganum 　mansoni　（Cobbold，　1882）．　Anotherworm　from　case　2　measured　30　cm，　no　structure　was　seen　at　both

ends　of　body　and　compli－

cated　branches　of　fission　and　budding　forms　extended　from　the　body．　Morphological　com－

parison　was　made　with　Sparganum　proliferum 　（Ijima，　1905）　and　branched　Sparga夕turnmansoni 　experimentally

obtained　by　Iwata　（1932，　1933）．　From　the　shape　of　both　ends　of　the

body，　branches，　the　cross－section　and　histological　findings，　the　worm　obtained　was　closely

related　to　the　plerocercoid　of　the　branched　S7・arganum　mansoni 　of　Iwata．　It　seems　to　bethe　first　record　of　natural　human　infection　of

the　branched　Sparganu 規則 ansont．

（11 ）
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